
11 広報きたあきた　2012．10．１ 10広報きたあきた　2012．10．１

▲子ども達に人気の「空港で働く車の展示」
コーナー

空のイベントに多くの来場者 ●大館能代空港スカイフェスタ2012

▲第10回の節目を迎え、熱心な太鼓ファン
が大勢詰めかけました

バチさばきも力強く ●第10回北秋田市たかのす太鼓まつり

▲北秋田ブランドの確立を目指し、一品一
品、慎重に審査

まずは８商品に商標使用 ●北あきたバター餅審査会

▲縄文文化に触れようと「火おこし」に挑
戦する子ども達

縄文のチカラで街に活力を ●第12回北秋田市縄文まつり

▲個人競技やリレーに述べ382人がエント
リー

自己ベストを目指し力泳 ●第２回北秋田市縄文水泳競技大会

▲県内の各青年会議所の会員も出席し、節
目を祝いました

節目を祝い発展を誓う ●鷹巣阿仁青年会議所創立25周年記念式典

　
空
の
日
と
空
の
旬
間
を
記
念
す
る
「
大
館

能
代
空
港
ス
カ
イ
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
２
」
が

９
月
９
日
、
大
館
能
代
空
港
で
開
か
れ
、
熱

気
球
体
験
搭
乗
や
空
港
関
係
車
両
の
展
示
な

ど
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
熱
気
球
体
験
搭
乗
は
、
事
前
申
し
込
み
の

抽
選
に
よ
り
搭
乗
で
き
る
毎
年
大
人
気
の
イ

ベ
ン
ト
。
搭
乗
者
が
見
守
る
家
族
や
友
人
に

向
か
っ
て
、
上
空
か
ら
楽
し
そ
う
に
手
を
振

る
光
景
が
広
が
り
ま
し
た
。

　
普
段
は
入
る
こ
と
の
で
き
な
い
滑
走
路
を

歩
く
空
港
探
検
隊
や
、
飛
行
機
の
牽
引
車
な

ど
空
港
で
働
く
ク
ル
マ
の
展
示
、
パ
イ
ロ
ッ

ト
と
客
室
乗
務
員
の
制
服
を
試
着
す
る
コ
ー

ナ
ー
、
空
港
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
、
野
外
コ
ン

サ
ー
ト
な
ど
も
企
画
さ
れ
、
大
勢
の
参
加
者

が
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
第
10
回
北
秋
田
市
た
か
の
す
太
鼓
ま
つ
り

が
９
月
９
日
、
大
太
鼓
の
館
野
外
ス
テ
ー
ジ

で
開
か
れ
、
大
勢
の
太
鼓
フ
ァ
ン
ら
が
迫
力

あ
る
太
鼓
演
奏
と
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
楽
し

み
ま
し
た
。

　
開
会
式
で
、
村
井
松
悦
実
行
委
員
長
は

「
太
鼓
の
町
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
立
ち
上

げ
ら
れ
た
太
鼓
ま
つ
り
も
10
回
目
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
た
。
関
係
者
の
ご
支
援
、
ご
協

力
に
心
よ
り
感
謝
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。

　
今
年
は
市
内
の
８
団
体
と
「
上
小
阿
仁
和

太
鼓
保
存
会
鼓
響
」、「
仙
臺
す
ず
め
踊
り
」、

「
な
ま
は
げ
太
鼓
団
体
男
鹿
っ
鼓
」
が
出
演
。

こ
の
日
は
、
途
中
で
雨
が
降
り
出
し
た
た
め
、

急
き
ょ
会
場
を
屋
内
に
移
し
て
の
演
奏
も
あ

り
ま
し
た
が
、
熱
の
こ
も
っ
た
演
技
や
力
強

い
バ
チ
さ
ば
き
で
観
衆
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　
北
あ
き
た
バ
タ
ー
餅
審
査
会
が
、
８
月
29

日
中
央
公
民
館
で
開
か
れ
、
商
標
使
用
の
申

し
込
み
が
あ
っ
た
12
商
品
を
審
査
し
ま
し
た
。

　
当
審
査
会
は
、
７
月
23
日
に
設
立
さ
れ
た

日
本
バ
タ
ー
餅
協
会
の
中
の
一
機
関
。
高
い

品
質
と
安
全
性
を
維
持
す
る
こ
と
で
差
別
化

を
図
り
、
北
秋
田
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
確
立
す

る
こ
と
を
目
的
に
、
特
許
庁
へ
『
北
あ
き
た

バ
タ
ー
餅
』
の
商
標
登
録
を
申
請
し
て
お
り
、

そ
の
商
標
使
用
の
審
査
を
行
う
機
関
と
し
て
、

設
置
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
審
査
会
で
は
、
見
た
目
、
香
り
、
食
感
、

食
味
、
触
感
の
５
項
目
を
評
価
。
審
査
の
結

果
、
12
商
品
の
う
ち
８
商
品
に
、
北
あ
き
た

バ
タ
ー
餅
の
商
標
使
用
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
審
査
会
は
、
申
し
込
み
状
況
に
も
よ
り
ま

す
が
月
に
１
回
程
度
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
第
12
回
北
秋
田
市
縄
文
ま
つ
り
（
佐
藤
善

壽
実
行
委
員
長
）
が
、
９
月
８
日
開
か
れ
、

子
ど
も
た
ち
や
考
古
学
フ
ァ
ン
ら
が
土
偶
や

勾
玉
づ
く
り
な
ど
で
縄
文
時
代
の
文
化
を
体

験
し
ま
し
た
。
今
年
は
伊
勢
堂
岱
遺
跡
の
環

境
整
備
の
た
め
、
会
場
を
旧
北
秋
中
央
病
院

跡
地
に
移
し
て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　
会
場
で
は
、
当
時
の
装
飾
品
だ
っ
た
「
勾

玉
（
ま
が
た
ま
）」
を
つ
く
る
コ
ー
ナ
ー
や
、

土
器
・
土
偶
づ
く
り
、
弓
矢
の
的
当
て
、
火

お
こ
し
の
体
験
の
ほ
か
、
縄
文
時
代
の
衣
装

を
着
て
の
記
念
撮
影
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の

イ
ベ
ン
ト
で
縄
文
文
化
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
縄
文
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
歌
や
踊
り

を
披
露
す
る
「
縄
文
音
楽
祭
」
が
行
わ
れ
た

ほ
か
、
秋
田
北
鷹
高
校
吹
奏
楽
部
も
出
演
し

イ
ベ
ン
ト
に
花
を
添
え
ま
し
た
。

　
第
２
回
北
秋
田
市
縄
文
水
泳
競
技
大
会
が

９
月
２
日
、
北
秋
田
市
民
プ
ー
ル
で
開
か
れ
、

小
学
生
か
ら
70
代
ま
で
延
べ
３
８
２
人
が
エ

ン
ト
リ
ー
し
、
個
人
競
技
や
リ
レ
ー
な
ど
18

種
目
で
タ
イ
ム
を
競
い
ま
し
た
。

　
大
会
は
、
水
泳
競
技
の
普
及
と
水
泳
に
親

し
む
底
辺
の
拡
大
を
目
的
と
し
て
、
北
秋
田

市
水
泳
協
会
（
松
岡
宗
夫
会
長
）
が
主
催
。

　
競
技
は
、
自
由
形
や
背
泳
ぎ
、
平
泳
ぎ
、

メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー
な
ど
が
行
わ
れ
、
選
手
は

勝
敗
を
競
い
合
う
と
と
も
に
、
自
己
ベ
ス
ト

を
目
指
し
精
一
杯
泳
い
で
い
ま
し
た
。

　
今
大
会
に
は
市
内
や
近
隣
市
町
村
の
ほ
か

秋
田
市
や
青
森
県
な
ど
か
ら
の
参
加
も
あ
り

ま
し
た
。
会
場
に
は
大
勢
の
観
客
が
詰
め
か

け
選
手
た
ち
に
大
き
な
声
援
と
拍
手
を
送
っ

て
い
ま
し
た
。 　

　
鷹
巣
阿
仁
青
年
会
議
所
（
虻
川
敬
理
事
長
、

会
員
19
人
）
の
創
立
25
周
年
記
念
式
典
が
９

月
15
日
、
文
化
会
館
で
開
か
れ
、
会
員
や
Ｏ

Ｂ
、
関
係
者
な
ど
約
１
１
０
人
が
出
席
し
節

目
を
祝
い
ま
し
た
。

　
式
典
で
虻
川
理
事
長
が
「
私
た
ち
が
住
む

こ
の
地
域
は
、
す
ば
ら
し
い
も
の
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
掛
け
替
え
の
な
い
愛
す
る
こ

の
地
域
が
、
明
る
く
豊
か
な
社
会
に
な
る
よ

う
、
会
員
一
丸
と
な
っ
て
青
年
会
議
所
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
く
」
な
ど
と
述
べ
誓
い
を

新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
同
会
議
所
25
周
年
記
念
事
業
「
ぼ

く
わ
た
し
の
内
陸
線
号
」
の
発
表
と
表
彰
式

を
行
っ
た
ほ
か
、
交
流
セ
ン
タ
ー
で
感
謝
会

を
開
催
し
、
秋
田
県
内
の
各
青
年
会
議
所
の

メ
ン
バ
ー
ら
と
交
流
を
深
め
ま
し
た
。


